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要 旨 

本稿では、グローバルおよび国内の e ラーニングによる英語教育の現状について調査を行った。

まず国内外の調査会社が公表している市場調査を中心として、語学教育（英語以外の言語を含む）、

英語教育、そして e ラーニングによる英語教育の需要に関する情報を収集した。その結果、語学教

育の需要が堅調に拡大する見通しであること、中でも英語がその中心と考えられること、そして e

ラーニングによる英語教育の市場が目覚ましい成長をしていることがわかった。また現在、世界規

模で展開しており日本でもサービスを展開している、e ラーニングによる英語教育サービスを比較

検討した結果、リーディング、リスニングの学習コンテンツについては既に各社が多様な教材を提

供しており、PC、タブレット、スマートフォン全ての端末への対応が一般化していることがわかっ

た。一方で、スピーキング、ライティングについては自動化・機械化は限定的で、講師によるレッ

スンや添削がオンラインで提供されているのみであることがわかった。 

 

１．はじめに 

本研究は、英語教育の e ラーニングの現状と課題についての研究への序説として、調査・

考察を行うものである。 

2019 年末に始まった新型コロナウイルス感染症の拡大は、教育界にも甚大な影響をもた

らした。UNESCO Education Sector(2021)の報告では、COVID-19 により最大時には世

界の就学人口の 91％にあたる 15 億人の学生が影響を受けており、パンデミック発生から

1 年が過ぎてもなお、Blended Learning を含めての教育の持続性確保が最優先事項である

としている。日本の大学教育もその例外ではなく、勝（2020）は非常事態宣言中であった

2020 年 5 月時点の文科省の調査では、90％の機関（国公私立大学・高等専門学校）が遠隔

授業のみの実施であったことを報告している。このような状況にあって、英語教育でも以

 
1 サイバー大学 IT 総合学部・講師 
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前から成長分野であった e ラーニングが飛躍的な発展を見せている。 

本稿では、まずは世界の英語教育と e ラーニングの動向について俯瞰する事を目的とし

て、海外及び国内の各調査会社が公表する関連業界の市場調査レポートを主な情報源とし

て情報収集を行う。また、世界的に e ラーニングによる英語教育サービスを展開し、日本

でも展開している比較的大規模なものについても比較検討し、将来の展望を得る観点から

考察を試みる。なお、詳細の市場調査レポートはそれぞれの調査会社が有償で購入者のみ

に提供している情報であるため公開を許諾していない。よって、本稿で参照するものは無

償公開されている情報に限る。本稿で使用する用語について、引用するそれぞれのレポー

トにおいて「オンライン(online)」「e ラーニング(e-Learning)」が頻繁に使用されており、

引用においては基本的にレポートに記載のものをそのまま使用している。一方で、上記の

二つの用語の定義には曖昧なところがあると思われる。よって、本稿では、「オンライン」

は「インターネットを使用したもの」、「e ラーニング」は「インターネットを使用した学

習」と、それぞれ解釈するものとする。 

 

 

２．グローバルの市場調査からみる英語教育と e ラーニングの現状 

2.1. グローバルの英語学習市場調査 

海外の調査会社が公開している、グローバル英語学習市場に関する調査レポートの概要

の中から、市場の予想成長率や成長の要因など主だった内容を抜粋して以下に列挙する。 

Meticulous Research(2021a)は世界の英語学習市場について、2020-2027 年は CAGR 

6.2％で成長し、2027 年までに USD 540.92 億に達すると予測する。成長の要因として、

e ラーニングにおける AI の普及、ビジネス界における英語の重要性の高まりなどを挙げ

る。 

Verified Market Research(2021a)は世界の英語学習市場について成長率などの数値は

公開していないが、英語はビジネス界のグローバル言語として広く受け入れられており、

市場は力強い成長を見せている、としている。成長のもう一つの要因として、英語圏での

高等教育を志望する学習者の増加を挙げる。ビジネス界での英語の需要の高まりも指摘し

ており、英語を公用語とする企業も世界的に増加しているという。COVID-19 を機に、各

業界の専門家らはグローバル市場での競争力を得るために、より高度な英語の習得に関心

を寄せており、市場の成長を後押ししている。業界ではオンライン学習セグメントがテク

ノロジーの進化により 2021-2028 年では最大の CAGR となると予測する。 

 

2.2. グローバルのオンライン語学学習市場 

次に、グローバルの市場調査のうち、オンラインの（英語以外の言語を含む）語学学習

市場について特に着目し、調査レポートより公開されている情報を抜粋して挙げる。 
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Brandessence Market Research(2021)は世界の（英語以外の言語を含む）語学学習市場

について、2021-2027 年は CAGR 18.7％で成長し、2027 年までに市場規模は USD 1727.1

億に達すると予測している。経済のグローバル化とテクノロジーの進化が成長の主な要因

としている。COVID-19 によりオンライン語学学習市場は活性化し、Duolingo はユーザー

増加 300％を記録した。 

Meticulous Research(2021b)は世界のオンライン語学学習市場について、2020-2027 年

は CAGR 18.7％で成長し、2027 年までに USD 212 億に達すると予測している。 

360iResearch(2021)では、2020 年のオンライン語学学習市場規模を 69.25 億ドル、2021

年を 81.90 億ドルと見積り、2020-2026 年で市場は CAGR 18.59％で成長し、2026 年には

USD 192.73 億に達すると予測している。 

Verified Market Research(2021b)は世界のオンライン語学学習市場について、2020-

2027 年は CAGR 10.2％で成長し、2027 年までに USD 257.3 億に達すると予測し、この

中で英語は最大シェアを占めるとしている。 

 

2.3. グローバル市場調査のまとめ 

グローバルの英語学習市場については、複数の調査会社が堅調な成長を予想しているこ

とがわかった。経済のグローバル化によるビジネス界の英語の需要の高まりがその要因と

して指摘されており、少なくとも 2020 年代後半まで世界のビジネスの主たる言語として

英語が使われ、学習サービスの需要も堅調に続くことが予想されている。また、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大を機にオンラインの（英語以外の言語を含む）語学学習市場の目

覚しい活況が報告されており、特に高い市場成長率が予想されていることがわかった。 

 

 

３．日本国内の市場調査からみる語学教育と e ラーニングの現状 

3.1 国内の語学ビジネスと e ラーニング市場調査 

次に、日本国内の語学ビジネス市場および e ラーニング市場に関する調査レポートより、

公開されている情報を抜粋して以下に挙げる。 

矢野経済研究所（2021a）は、2020 年度の語学ビジネス総市場規模で前年度比 10.8％減

とする一方、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い 2020 年 4-5 月はオンライン英会話

において特需とも言える活況を示したとしている。また、注目トピックとして、非対面型

レッスンの増加を挙げており、ここにはオンラインレッスンだけでなく、ライブ配信、AI

を活用した英会話アプリなど、学習者の自習をサポートするようなサービスの拡大も含ま

れるとしている。2021 年度は語学ビジネス市場全体で前年度比 3.2％増を予測している。 

山田コンサルティンググループ（2021）は新型コロナウイルス感染症拡大前の 2013-2019

年の語学業界の市場規模について、語学試験、留学斡旋、通訳翻訳等の周辺ビジネスと、
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それ以外を含む語学ビジネス市場に分けて市場規模に関する情報を公開している。周辺ビ

ジネスの市場規模については増加傾向とし、周辺ビジネスを除く語学ビジネスの市場規模

の増分は比較的小さいとしている。また、市場全体に占める規模は小さいながら、学習者

が従来型の通信教育から e ラーニングに移行している状況を指摘している。 

矢野経済研究所（2021b）は国内の e ラーニング市場における注目トピックとして、AI

技術を活用した学習サービスが活発化していることを挙げている。AI 活用の主流はアダプ

ティブラーニング領域としており、他に学習アドバイスなどのサービスの増加も挙げている。 

 

3.2 国内市場調査のまとめ 

 国内の語学ビジネス・e ラーニングに関する市場調査はグローバルのそれと比べて情報

量が限られていた。ただし上記の情報から、語学ビジネス市場は新型コロナウイルス感染

症以前までは緩やかに成長していたが、上記感染症の拡大により大きな打撃を受け、その

後回復傾向に転じたと思われる。そうした中でオンラインレッスンを含む e ラーニングは

活発化しており、従来型の通信教育もこれに吸収されつつある状況があることがわかった。 

 

４．市場調査のまとめ及び考察 

世界規模では語学学習市場は少なくとも 2027 年頃まで堅調な成長が続くと予想されて

いる。その要因として、経済のグローバル化、多国籍企業の成長・増加によりビジネス界

で英語をはじめとした従業員の多言語対応の需要がこれからも増加する事などが挙げられ

ている。 

一方で国内の語学学習市場は世界と比較して規模の増加は緩やかなことから、国内の企

業、労働人口の英語および他言語への対応の一層の遅れが危惧される。世界の労働者、特

に専門性の高い労働者が英語を通じてグローバルな活躍を目指す傾向が報告される中で、

国内の労働人口が競争力で遅れをとることが懸念される。 

オンライン語学学習市場については、これまでのテクノロジーの進化やインターネット

の普及に加えて、新型コロナウイルス感染症を機に世界的な活況が報告されている。語学

学習市場全体の成長率に比べ、オンライン語学学習市場の成長率は著しく高く、急速にシェ

アを伸ばしていることがわかる。これについては日本国内も同様の傾向が報告されている。

e ラーニングによる語学学習、特に英語学習については、今後も飛躍的な成長と技術の発

展が期待される。 
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５．世界規模で展開するオンライン英語学習サービス（e ラーニング）の動向 

複数の国・地域でサービスを展開する比較的大規模な e ラーニング、オンライン英語学

習サービスのうち、日本国内で教育機関も対象にサービスを展開しているものにつき、調

査した（表１）。 

リスニング、リーディングについては動画コンテンツの開発、実用化が進んでいる。ま

た、診断テストや受講データを分析し、AI も搭載するなどして、学習者の習熟度・興味関

心やニーズに対応してコンテンツを個別最適化するアダプティブラーニングもサービスへ

の導入が広がっている。また、使用できる端末も PC、タブレット、スマートフォンの全て

に対応しているものが既に一般的になっている。言語の学習においては使用場面、コンテ

クストに関わる情報が具体的で豊富にあることが望ましく、上記のような方式で提供され

る動画コンテンツは、書籍や音声のみで提供される教材に比べて利点は多い。また、対応

端末が増えたことで時間や場所の制約が大幅に少なくなり、いつでも、どこでも、短時間

でも学習の機会が得られるようになり、学習の継続もしやすくなった。 

スピーキングについては英会話講師によるオンライン英会話レッスンの普及が、新型コ

ロナウイルス感染症を機に爆発的に進んでいる。一方で、自動化・機械化についてはまだ

限定的で、発音練習などの限定的な範囲において AI 等による自動即時フィードバック機

能が一部で実用化されているが、本格的なスピーキングが練習できるようなものは見られ

ず、開発が待たれる分野である。 

ライティングについても自動化、機械化はまだまだ限定的と思われる。スペルや文法

チェックまでの機能については既に使用が一般化しているが、学習者の書いたものをその

内容・構成に至るまで添削評価する場合には、講師らが人力で行うサービスが散見される

のみであり、本稿で調査した e ラーニングサービスの中でもほとんど提供されていない。

ライティングについては他の３つのスキルに比べてニーズも限定的であることが推測され

るが、こと大学で提供する e ラーニングという限りにおいては、AI などを活用した添削・

即時フィードバックが可能となるシステムの開発・実用化が今後大いに期待される。ライ

ティングの添削・評価は教育機関側にとって、受講者の人数に比例して最も工数がかかる

作業の一つであるため、自動化によるメリットは非常に大きい。 
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表１ 国内で展開する英語教育 e ラーニング 

サービス
名称 

eラーニング
教材 

音声認識 英会話 
ライティン

グ 
対応端末 

法人・教育 
機関向け 
サービス 

その他 

Berlitz1) 

英会話レッス
ンとセットの
コース
「Berlitz 
Flex」内で e
ラーニング教
材を提供。 

AI 搭載の音
声認識技術を
Berlitz Flex
に搭載。 

ネイティブまたは同
等レベルの外国人教
師。 
対面またはオンライ
ン、グループまたは
マンツーマンなどを
選択できる。 

 

PC 
タブレット 
スマート
フォン 

法人向けに e
ラーニング・
オンライン英
会話を含む
コースを提
供。 
学校法人には
講師派遣。 

 

English 
Central2) 

動画によるコ
ンテンツ。無
償公開してい
るものもあ
り。 

独自の音声認
識技術を採用
した発音評
価。 

原則フィリピン人講
師、オプションとし
て米国人講師による
オンライン英会話
レッスンが選択可。 

 

PC 
タブレット 
スマート
フォン 

教育機関向け
に管理者ツー
ル、企業向け
に管理者アカ
ウントを提
供。 

 

Native 
Camp3) 

シャドーイン
グのための聞
くコンテン
ツ、多読のた
めの読むコン
テンツ（オー
ディオ付き）
を提供。後者
はコスモピア
社提供。 

AI による自
動採点のス
ピーキングテ
スト。 

日本人を含む 120 か
国以上の国籍の講師
によるオンラインま
たはマンツーマン英
会話。 

 

PC 
タブレット 
スマート
フォン 

法人・教育機
関向けに e
ラーニング・
オンライン英
会話を含む
コースを提
供。 

 

Really 
English4) 

アニメーショ
ン、単語、読
解問題等を含
む e ラーニン
グコンテンツ 
コースにより
アダプティブ
ラーニングで
コンテンツを
表示。 

コースにより、
発話録音機能
を搭載。 
ELSA 社と提携
し、AI 音声認
識技術を開発
中。2022 年発
売のコースに
搭載予定 5)。 

コースにより、提携
先の QQE 社が提供す
るフィリピン人講師
によるオンライン英
会話、または国内
EdulinX 本社からネ
イティブの講師がオ
ンライン授業を提供。 

コースに
より講師
添削を提
供。 

PC 
タブレット 
スマート
フォン 

法人・教育機
関向けに e
ラーニング、
オンライン英
会話、受講管
理システム等
を提供。 

 

Rosetta 
Stone6) 

訳語を介さな
い直感的な理
解を目指すコ
ンテンツ。ソ
フトウェア教
材としてソー
スネクスト社
が提供。 

独自の発音判
定技術を採
用。 

ロゼッタストーン・
ラーニングセンター
という名称でディー
ンモルガン社 7)が英
会話スクールを展
開、対面・オンライ
ンで英会話レッスン
を提供※1。 

 

PC 
タブレット 
スマート
フォン 

法人・教育機
関向けにはマ
ンツーマンオ
ンライン英会
話レッスン、
学習動画コン
テンツをアシ
ストマイクロ
社 8)が提供
※1。 

ソースネ
クスト社
が個人向
けソフト
ウェア教
材を販売
※1。 

VOXY9) 

動画を含むコ
ンテンツを提
供。習熟度、
興味によりア
ダプティブ
ラーニングに
よる提供もあ
り。 

独自の音声認
識技術を採用
した発音評
価。 

世界中の講師による
オンラインのグルー
プまたはマンツーマ
ン英会話。 
※サイバー大学では
グループレッスンの
み提供（2021 年 12
月現在）。 

 

PC 
タブレット 
スマート
フォン 

法人・教育機
関向けに e
ラーニング、
オンライン英
会話、受講管
理システム等
を提供。 

国内では
サイバー
大学の
CU 
ENGILSH
でのみ提
供※2。 

※1 国内では異なる 3 社が Rosetta Stone の名称を冠した別個のサービスとして展開している。 

※2 VOXY としては日本ではサービス展開をしておらず、サイバー大学に CU ENGLISH として提供している。 
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６．まとめ 

本稿では語学学習市場、英語学習市場、そして英語学習の e ラーニングの市場の現状に

ついて俯瞰した。その結果、語学教育の需要は世界的に拡大傾向であり、中でも英語が世

界の共通言語として引き続き堅調な需要が予想されていることがわかった。また、英語学

習の手段として e ラーニングの市場の成長が特に目覚ましいこともわかった。e ラーニン

グのサービスの内容については、リーディング・リスニング教材については既に一般化し

ており、各社はユーザーインターフェイスやコンテンツの量・質により差別化が見られる

段階にある一方で、スピーキング、ライティングでは機械化・自動化されたサービスの実

用化はまだまだ限定的であることがわかった。こうしたプロダクティブ・スキルに対応す

るサービスの開発、実用化が待たれる。またユーザーたる教育機関としては、従来型の教

室と教科書を前提とした教育方式に加えて、各機関の事情に応じて需要に合ったサービス

を取り入れ、その使用に習熟していくことで、従来よりも教育効果、費用対効果の高い教

育を提供することが可能になると考えられる。 

 

 

Abstract 

This paper presents the findings on the current status and trends of e-learning 

in ESL. According to the market reports from several global and local research firms, 

the demand for language learning will show steady growth for the next several years, 

and English learning will remain a major part of the growth. The market of English e-

learning has shown massive growth since the COVID-19 pandemic, and firms predict 

that the rapid increase will go on for the next several years. The paper also compared 

several major e-learning services in Japan and found that most services are provided 

on multiple devices such as PCs, tablets, and smartphones, and that abundant study 

materials for improving reading and listening skills are offered by many organizations. 

Development of materials and platforms for learning speaking and writing skills, 

however, are still relatively limited. Many companies offer online speaking lessons that 

are conducted by live instructors. Correction and feedback on written works are offered 

by a limited number of companies, and they are also conducted by human instructors. 

Automated and real-time feedback to train speaking and writing skills are still under 

development. 
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 1) https://www.berlitz.com/ja-jp （参照 2021-12-10） 

 2) https://ja.englishcentral.com/ （参照 2021-12-10） 

 3) https://nativecamp.net/ （参照 2021-12-10） 

 4) https://www.reallyenglish.co.jp/ （参照 2021-12-10） 

 5) https://www.edulinx.co.jp/2021/11/26/edulinx-elsa/ （参照 2021-12-10） 

 6) https://www.sourcenext.com/product/rosettastone/ （参照 2021-12-10） 

 7) https://www.rosettastone-lc.jp/ （参照 2021-12-10） 

 8) https://www.assistmicro.co.jp/service/rosettastone （参照 2021-12-10） 

 9) https://voxy.com/ （参照 2021-12-10） 
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